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判 例 研 究

〔
判
示
事
項
〕

　

牧
場
を
経
営
す
る
会
社
と
の
間
で
黒
毛
和
種
牛
・
飼
育
委
託
契
約

を
締
結
し
て
損
害
を
被
っ
た
と
い
う
顧
客
が
原
告
と
な
っ
て
同
社
ま

た
は
そ
の
関
連
会
社
の
取
締
役
・
監
査
役
及
び
そ
の
関
連
会
社
を
被

告
と
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
請
求
中
、
取
締
役
及
び
監
査
役
各
一

名
に
対
す
る
請
求
を
認
容
し
た
第
一
審
判
決
は
、
当
該
取
締
役
に
つ

い
て
、
会
社
を
代
表
し
て
同
契
約
を
締
結
し
て
い
た
同
社
の
代
表
取

締
役
ら
の
経
営
陣
に
対
し
て
そ
の
違
法
な
勧
誘
を
し
な
い
よ
う
に
会

社
の
業
務
執
行
を
管
理
、
統
制
す
べ
き
職
務
上
の
義
務
を
果
た
す
こ

と
が
極
め
て
困
難
で
あ
っ
て
、
そ
の
職
務
執
行
に
悪
意
は
も
と
よ
り
、

重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
判
示
の
事
実
関
係

の
下
に
お
い
て
は
、
ま
た
、
当
該
監
査
役
に
つ
い
て
、
そ
の
就
任
時

の
会
社
法
の
規
制
等
か
ら
監
査
業
務
の
対
象
が
会
計
監
査
に
限
定
さ

れ
る
べ
き
関
係
に
あ
っ
て
、
業
務
監
査
は
そ
の
対
象
で
な
く
、
会
計

会
計
監
査
人
設
置
会
社
の
定
款
に
、
監
査
役
の
監
査
の
範
囲
は

会
計
に
関
す
る
も
の
に
限
定
す
る
旨
の
定
め
が
あ
っ
た
場
合

に
、
任
務
懈
怠
の
有
無
と
の
関
連
で
、
監
査
役
の
任
務
は
会
計

に
関
す
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
と
し
て
、
監
査
役
の
会
社
法

四
二
九
条
一
項
の
責
任
が
否
定
さ
れ
た
事
例

〔
商
法　

五
八
四
〕

︵
大
阪
高
判
平
成
二
九
年
四
月
二
〇
日
金
判
一
五
一
九
号
一
二
頁

平
成
年
二
八
年
（
ネ
）
第
一
九
二
三
号
損
害
賠
償
請
求
控
訴
事
件
、原
判
決
取
消
・

請
求
棄
却
（
上
告
・
上
告
受
理
申
立
て
）

原
審　

大
阪
地
判
平
成
二
八
年
五
月
三
〇
日
金
判
一
四
九
五
号
二
三
頁

平
成
二
五
年
（
ワ
）
第
一
一
四
五
一
号
損
害
賠
償
請
求
事
件
、
請
求
一
部
認
容

）

判
例
研
究
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監
査
に
つ
い
て
は
任
務
懈
怠
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
判
示
の

事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
理
由
が
な
く
、
第
一

審
判
決
を
取
り
消
し
、
同
請
求
も
棄
却
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　

会
社
法
四
二
九
条
一
項

〔
事
　
実
〕

　

原
告
Ｘ１
〜
Ｘ９
（
個
人
九
名
）
は
、
訴
外
Ｚ
（
株
式
会
社
安
愚
楽
牧

場
、
旧
・
有
限
会
社
安
愚
楽
共
済
牧
場
）
と
の
間
で
、
Ｚ
が
所
有
ま

た
は
管
理
す
る
黒
毛
和
種
の
繁
殖
牛
を
購
入
す
る
と
同
時
に
そ
の
飼

養
を
委
託
す
る
と
い
う
黒
毛
和
種
牛
・
飼
養
委
託
契
約
に
係
る

「
オ
ー
ナ
ー
契
約
」
を
締
結
し
、
一
定
期
間
後
に
Ｚ
本
体
が
Ｘ
ら
か

ら
同
繁
殖
牛
を
再
売
買
す
る
と
い
う
合
意
の
下
に
、
購
入
及
び
委
託

代
金
を
支
払
っ
た
と
こ
ろ
、
Ｚ
本
体
が
破
綻
し
た
た
め
に
再
売
買
を

し
て
代
金
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
原
告
は
、

①
オ
ー
ナ
ー
契
約
は
特
定
商
品
等
の
預
託
等
取
引
契
約
に
関
す
る
法

律
四
条
一
項
お
よ
び
出
資
の
受
入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利
等
の
取
締

り
に
関
す
る
法
律
二
条
一
項
に
違
反
し
て
無
効
で
あ
る
、
ま
た
は
②

Ｚ
本
体
が
原
告
ら
に
対
し
、
オ
ー
ナ
ー
契
約
締
結
時
に
Ｚ
本
体
が
債

務
超
過
で
あ
る
こ
と
や
Ｚ
本
体
が
所
有
ま
た
は
管
理
す
る
繁
殖
牛
が

オ
ー
ナ
ー
契
約
頭
数
を
大
幅
に
下
回
る
こ
と
等
を
説
明
し
な
か
っ
た

こ
と
が
説
明
義
務
違
反
に
当
た
り
、
①
及
び
②
は
い
ず
れ
も
不
法
行

為
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
、
Ｚ
の
関
連
会
社
の
役
員
（
Ｙ１
〜
Ｙ４
、
Ｙ７
〜

Ｙ11
、
Ｙ22
、
Ｙ22
）
と
Ｚ
本
体
の
元
・
現
役
員
（
Ｙ５
、
Ｙ６
、
Ｙ22
）
の
個
人

二
二
名
、
Ｚ
の
関
連
会
社
（
Ｙ22
〜
Ｙ22
の
有
限
会
社
三
社
）
に
対
し
、

い
ず
れ
も
Ｚ
本
体
の
前
記
不
法
行
為
に
積
極
的
に
加
担
し
、
ま
た
は

援
助
助
長
し
た
点
に
注
意
義
務
違
反
及
び
任
務
懈
怠
が
あ
っ
た
と
し

て
、
被
告
ら
に
対
し
、
共
同
不
法
行
為
（
民
法
七
一
九
条
一
項
）
及

び
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
き
（
Ｙ22
〜
Ｙ22
に
は
共
同
不
法
行
為

の
み
）、
総
額
一
億
六
〇
〇
〇
万
円
余
及
び
こ
れ
に
対
す
る
Ｚ
本
体

が
民
事
再
生
手
続
開
始
決
定
を
受
け
た
日
の
翌
日
で
あ
る
平
成
二
三

年
九
月
一
〇
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
年
五
分
の
割
合
に
よ

る
遅
延
損
害
金
の
支
払
い
を
求
め
た
。

　

Ｚ
は
、
昭
和
五
六
年
一
二
月
一
八
日
に
有
限
会
社
と
し
て
設
立
さ

れ
、
主
と
し
て
、
直
営
牧
場
及
び
預
託
牧
場
に
お
い
て
黒
毛
和
種
牛

の
畜
産
を
行
い
、
黒
毛
和
種
牛
委
託
オ
ー
ナ
ー
制
度
（
以
下
「
オ
ー

ナ
ー
制
度
」
と
い
う
）
を
運
営
し
、
そ
の
他
食
肉
加
工
品
の
製
造
販

売
等
を
営
ん
で
き
た
会
社
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
三
年
八
月
九
日
に

民
事
再
生
手
続
開
始
申
立
て
を
行
い
、
同
年
九
月
六
日
に
東
京
地
方

裁
判
所
が
民
事
再
生
手
続
開
始
決
定
を
し
た
が
、
同
年
一
二
月
九
日

に
破
産
手
続
開
始
決
定
が
さ
れ
、
平
成
二
六
年
三
月
一
二
日
頃
に
は

破
産
手
続
が
終
了
し
た
。

　

Ｚ
が
顧
客
に
提
供
し
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
う
ち
主
な
も
の
は
、
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繁
殖
牛
（
子
牛
を
出
産
さ
せ
繁
殖
さ
せ
る
た
め
に
飼
育
し
て
い
る
牝

牛
で
あ
り
、
子
牛
を
含
ま
な
い
）
コ
ー
ス
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
Ｚ
本
体
が
所
有
す
る
黒
毛
和
種
の
繁
殖
牛
（
以
下
契

約
対
象
の
牛
を
「
オ
ー
ナ
ー
牛
」
と
い
う
）
を
客
に
対
し
、
一
定
期

間
経
過
後
の
再
売
買
請
求
権
を
付
し
て
売
却
す
る
と
同
時
に
そ
の
間

の
牛
の
飼
育
を
受
託
し
、
契
約
時
に
客
か
ら
の
牛
の
購
入
代
金
及
び

一
年
間
の
飼
育
量
の
支
払
い
を
受
け
、
契
約
期
間
中
に
は
年
に
一
度

オ
ー
ナ
ー
に
利
益
（
約
定
の
子
牛
の
買
取
予
定
価
格
か
ら
翌
年
分
の

飼
養
委
託
費
用
を
控
除
し
た
残
額
）
を
分
配
し
、
契
約
期
間
満
了
時

に
は
原
則
と
し
て
オ
ー
ナ
ー
の
購
入
代
金
と
同
額
の
代
金
で
Ｚ
本
体

が
オ
ー
ナ
ー
牛
を
買
い
戻
す
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
で
あ
っ
た
。

Ｘ
ら
は
、
平
成
一
五
年
六
月
頃
か
ら
平
成
二
三
年
七
月
二
一
日
頃
ま

で
の
間
、
Ｚ
と
契
約
を
締
結
し
所
定
の
金
額
を
支
払
っ
た
。

　

Ｚ
は
創
業
以
来
民
事
再
生
申
立
て
を
し
た
平
成
二
三
年
八
月
ま
で
、

子
牛
の
市
場
価
格
や
為
替
変
動
に
関
わ
り
な
く
オ
ー
ナ
ー
に
対
し
て

購
入
代
金
と
同
額
の
再
売
買
代
金
を
支
払
い
、
子
牛
の
出
生
及
び
生

存
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
少
な
く
と
も
年
三
な
い
し
四
％
程
度
の

配
当
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
平
成
七
年
頃
よ
り

オ
ー
ナ
ー
に
割
り
当
て
る
繁
殖
牛
が
不
足
し
始
め
る
一
方
で
、
平
成

八
年
以
降
も
オ
ー
ナ
ー
契
約
頭
数
は
増
え
続
け
、
平
成
一
九
年
三
月

末
か
ら
平
成
二
三
年
三
月
末
ま
で
の
間
で
、
オ
ー
ナ
ー
契
約
頭
数
に

占
め
る
Ｚ
本
体
が
所
有
ま
た
は
管
理
す
る
繁
殖
牛
数
の
割
合
は
、
多

く
て
六
九
・
五
％
、
少
な
い
と
き
は
五
五
・
九
％
で
あ
っ
た
。
Ｚ
は

毎
年
オ
ー
ナ
ー
向
け
事
業
報
告
書
を
作
成
し
て
オ
ー
ナ
ー
に
郵
送
し

て
い
た
が
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
所
有
者
頭
数
は
繁

殖
牛
で
は
な
い
牛
も
加
え
ら
れ
、
繁
殖
牛
頭
数
を
オ
ー
ナ
ー
所
有
者

頭
数
が
上
回
ら
な
い
よ
う
に
改
ざ
ん
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、

Ｚ
本
体
が
作
成
し
た
平
成
二
一
年
七
月
末
か
ら
平
成
二
三
年
七
月
末

ま
で
の
間
の
棚
卸
表
を
見
る
と
、
繁
殖
牛
頭
数
が
オ
ー
ナ
ー
所
有
牛

頭
数
よ
り
も
お
よ
そ
三
万
九
〇
〇
〇
頭
か
ら
四
万
九
〇
〇
〇
頭
少
な

い
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。

　

Ｚ
は
、
平
成
一
八
年
五
月
一
日
に
特
例
有
限
会
社
と
な
り
、
平
成

二
一
年
四
月
一
日
、
商
号
変
更
に
よ
り
、
会
社
法
の
規
定
が
適
用
さ

れ
る
株
式
会
社
と
な
っ
た
が
、
そ
の
時
点
で
負
債
が
二
〇
〇
億
円
以

上
で
あ
っ
た
た
め
、
会
社
法
二
条
六
号
所
定
の
大
会
社
で
あ
っ
た
。

Ｚ
本
体
は
、
株
式
譲
渡
に
取
締
役
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
非
公
開

会
社
た
る
大
会
社
で
あ
っ
た
た
め
、
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
を

会
計
監
査
人
と
し
て
選
任
し
、
そ
の
者
に
会
計
監
査
を
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
が
（
会
社
法
三
二
八
条
二
項
、
三
二
九
条
一
項
）、

会
計
監
査
人
を
選
任
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

Ｙ５
は
、
税
理
士
を
開
業
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
Ｂ
か
ら
、
死
亡
し
た

監
査
役
の
後
任
と
し
て
非
常
勤
の
監
査
役
に
就
任
す
る
よ
う
求
め
ら
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れ
、
平
成
二
一
年
九
月
五
日
、
Ｚ
本
体
の
監
査
役
に
就
任
し
た
。
Ｚ

本
体
の
定
款
に
は
、
監
査
役
を
置
く
こ
と
及
び
監
査
役
の
監
査
の
範

囲
を
会
計
に
限
定
す
る
旨
の
定
め
を
置
い
て
お
り
、
Ｙ５
は
、
Ｂ
か
ら

定
款
を
示
さ
れ
、
監
査
の
範
囲
が
会
計
監
査
に
限
定
さ
れ
る
監
査
役

（
以
下
「
会
計
限
定
監
査
役
」
と
い
う
。
ま
た
、
こ
れ
と
の
対
比
で
、

監
査
の
範
囲
に
制
限
の
な
い
監
査
役
を
「
通
常
監
査
役
」
と
い
う
。）

に
就
任
す
る
こ
と
を
了
解
し
、
Ｚ
本
体
と
の
間
で
本
件
監
査
役
就
任

契
約
を
締
結
し
た
。 

　

Ｙ５
は
、
監
査
役
に
就
任
し
た
後
、
Ｚ
が
長
年
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
運

営
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
が
、
繁
殖
牛
を
オ
ー
ナ
ー
に
売
却
し
て
売

上
を
獲
得
し
、
オ
ー
ナ
ー
か
ら
委
託
を
受
け
て
売
却
し
た
当
該
牛
を

飼
養
し
、
契
約
期
間
満
了
時
に
再
売
買
に
よ
り
オ
ー
ナ
ー
か
ら
当
該

牛
を
再
度
仕
入
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

Ｔ
税
務
会
計
事
務
所
は
、
Ｚ
か
ら
決
算
書
類
の
作
成
や
税
務
申
告

を
依
頼
さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
二
年
五
月
、
監
査
役
で
あ
る
Ｙ５
に
対

し
、
二
九
期
（
平
成
二
二
年
三
月
期
）
の
損
益
計
算
書
、
貸
借
対
照

表
等
を
送
付
し
、
Ｙ５
は
、
会
計
監
査
の
観
点
か
ら
そ
れ
ら
書
類
を
点

検
し
た
。
Ｙ５
は
、
上
記
送
付
を
受
け
た
時
点
で
初
め
て
、
Ｚ
本
体
は

大
会
社
と
し
て
会
計
の
外
部
監
査
（
会
計
監
査
人
に
よ
る
監
査
）
を

導
入
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
導
入
の
た
め
に
は
、

大
会
社
に
相
応
し
い
経
営
管
理
体
制
を
整
備
し
、
会
計
処
理
基
準
を

見
直
し
、
連
結
決
算
の
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
の
完
全
子
会
社
の
吸

収
合
併
を
検
討
す
る
な
ど
計
画
的
な
対
応
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

Ｙ５
は
、「
二
〇
一
五
年
三
月
期
を
監
査
報
告
期
間
と
す
る
会
計
監
査

導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

会
計
監
査
導
入
に
向
け
た
各
フ
ェ
ー
ズ
の
ご

説
明
」
と
題
す
る
書
類
を
作
成
し
、
平
成
二
二
年
九
月
、
こ
れ
を
Ｚ

本
体
の
取
締
役
会
に
提
出
し
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
（
平
成
二
七

年
三
月
期
の
期
首
）
ま
で
に
会
計
監
査
人
設
置
会
社
と
し
て
の
体
制

を
整
え
る
よ
う
提
言
し
た
。
し
か
し
、
Ｚ
本
体
の
経
営
陣
三
名
は
、

特
段
の
対
応
を
し
な
か
っ
た
。
な
お
、
Ｚ
本
体
の
Ａ
社
長
及
び
常
務

取
締
役
Ｂ
は
、
平
成
二
二
年
九
月
か
ら
平
成
二
三
年
七
月
ま
で
の
間
、

オ
ー
ナ
ー
契
約
を
希
望
す
る
顧
客
一
九
二
名
に
対
し
繁
殖
牛
が
存
在

し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
購
入
す
る
繁
殖
牛
が
実
在
す
る
旨
を
記

載
し
た
オ
ー
ナ
ー
案
内
を
送
付
す
る
な
ど
し
て
、
顧
客
の
判
断
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
重
要
な
特
定
商
品
の
保
有
の
状
況
に
つ
き

不
実
の
事
実
を
告
げ
た
こ
と
に
つ
き
、
特
定
商
品
預
託
法
に
違
反
し

た
と
し
て
起
訴
さ
れ
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
。

　

原
判
決
は
、
本
件
「
請
求
は
、
契
約
者
の
員
数
に
見
合
う
数
量
の

和
牛
が
不
足
す
る
事
態
に
至
っ
て
い
た
の
に
、
同
事
実
を
被
告
と

な
っ
て
い
な
い
同
社
の
代
表
取
締
役
・
常
務
取
締
役
ほ
か
一
部
の
者

し
か
知
り
得
な
か
っ
た
等
の
判
示
の
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
は
、

同
社
の
業
務
監
査
を
し
て
い
れ
ば
同
事
実
を
認
識
し
、
ま
た
は
認
識
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し
得
た
と
認
め
ら
れ
る
監
査
役
お
よ
び
同
社
の
取
締
役
と
し
て
の
職

務
を
遂
行
す
る
過
程
で
、
同
事
実
を
認
識
し
、
ま
た
は
認
識
し
得
た

と
認
め
ら
れ
る
取
締
役
各
一
名
（
Ｙ６
）
に
対
す
る
関
係
で
、
そ
の
理

由
が
あ
る
」
と
判
示
し
て
、
Ｘ
ら
の
請
求
を
当
該
取
締
役
に
対
す
る

関
係
で
は
全
部
、
当
該
監
査
役
に
関
す
る
関
係
で
は
一
部
認
容
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
本
判
決
は
、
Ｙ６
及
び
Ｙ５
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、

そ
の
任
務
懈
怠
を
否
定
し
て
、
Ｘ
ら
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
し
た
。

〔
判
　
旨
〕

　

原
判
決
一
部
取
消
し
（
Ｙ５
及
び
Ｙ６
に
対
す
る
請
求
棄
却
）、
一
部

控
訴
棄
却

一　

監
査
役
の
監
査
の
範
囲
に
つ
い
て

　
「
監
査
役
就
任
契
約
に
よ
り
監
査
権
限
が
会
計
監
査
に
限
定
さ
れ

て
い
る
者
が
、
業
務
監
査
の
職
責
ま
で
負
わ
さ
れ
る
契
約
上
の
根
拠

が
な
い
。

　

ま
た
、
業
務
監
査
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
選
任
さ
れ
た
の
で
は

な
い
会
計
限
定
監
査
役
に
業
務
監
査
の
責
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
、
会

社
に
と
っ
て
不〔
マ
マ
〕足

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
業
務
監
査
の
職
責
を
果

た
さ
な
い
場
合
の
法
的
責
任
（
会
社
法
四
二
三
条
及
び
四
二
九
条
）

を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
た
め
会
計
限
定
監
査
役
に
と
っ
て
も
過
酷
で

あ
る
。
上
述
し
た
と
お
り
、
大
会
社
に
該
当
す
る
場
合
、
会
計
監
査

人
と
監
査
役
を
選
任
し
た
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
分
業
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
選
任
ま
で
の
間
、
会
計
限
定
監
査
役
が
、
こ

れ
ら
の
者
が
行
う
べ
き
職
務
を
ひ
と
り
で
行
う
こ
と
に
は
、
少
々
無

理
が
あ
る
。
会
社
法
は
、
そ
の
三
三
六
条
四
項
三
号
に
お
い
て
、
通

常
監
査
役
を
置
く
必
要
が
生
じ
た
場
合
、
会
計
限
定
監
査
役
の
任
期

を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
会
計
限
定
監
査
役
に
通
常
監
査

役
の
職
責
を
果
た
す
こ
と
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
求
め
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
と
考
え
る
。」

　
「
被
告
Ｙ５
は
、
Ｚ
が
大
会
社
と
な
っ
た
後
に
監
査
役
に
就
任
し
た

が
、
会
計
限
定
監
査
役
と
し
て
就
任
す
る
旨
の
本
件
監
査
役
就
任
契

約
に
基
づ
い
て
就
任
し
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
会
計
監
査
の
職
責
を

負
う
も
の
の
、
当
然
に
は
業
務
監
査
の
職
責
ま
で
負
う
も
の
で
は
な

い
。」

二　

監
査
役
の
職
務
懈
怠
に
つ
い
て

　
「
被
告
Ｙ５
が
前
述
の
限
度
で
監
査
役
と
し
て
注
意
義
務
を
負
う
と

い
う
こ
と
を
前
提
に
、
被
告
Ｙ５
の
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
く

損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
検
討
す
る
。」

　
「
被
告
Ｙ５
が
平
成
二
二
年
五
月
に
提
供
を
受
け
た
計
算
関
係
書
類

に
不
正
経
理
が
あ
る
と
か
虚
偽
記
載
が
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
（
そ
の
よ
う
な
事
実
を
認
め
る
た
め
の
証
拠
は
見
当
た
ら
な
い
。）。

原
告
ら
は
再
売
買
代
金
債
務
を
簿
外
処
理
し
、
こ
れ
を
貸
借
対
照
表
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上
の
負
債
に
計
上
し
な
か
っ
た
こ
と
が
不
正
な
会
計
処
理
で
あ
る
と

主
張
す
る
が
、
そ
の
主
張
が
採
用
で
き
な
い
こ
と
は
記
載
２
（
３
）

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
被
告
Ｙ５
に
、
不
正
経
理
や
計
算
関
係
書
類
の
虚
偽

記
載
を
悪
意
又
は
重
過
失
に
よ
っ
て
見
逃
し
た
と
の
職
務
懈
怠
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

被
告
Ｙ５
が
監
査
役
に
就
任
し
た
当
時
既
に
、
繁
殖
牛
不
足
が
常
態

化
し
て
い
る
の
に
長
年
に
わ
た
り
違
法
な
オ
ー
ナ
ー
契
約
の
勧
誘
が

継
続
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
会
計
監
査
（
取
締
役
が
株
主
総
会
に
提

出
し
よ
う
と
す
る
会
計
に
関
す
る
議
案
、
書
類
、
計
算
関
係
書
類
の

調
査
）
を
通
じ
て
、
上
記
事
実
を
察
知
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
っ
た

と
す
れ
ば
、
た
と
え
被
告
Ｙ５
が
会
計
限
定
監
査
役
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
被
告
Ｙ５
に
は
、
そ
の
事
実
及
び
違
法
な
業
務
を
是
正
す
る
必
要

が
あ
る
旨
を
株
主
総
会
に
報
告
し
、
警
鐘
を
鳴
ら
す
義
務
が
生
じ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
平
成
二
二
年
五
月
に
提
供
さ
れ

た
計
算
関
係
書
類
を
見
れ
ば
、
オ
ー
ナ
ー
契
約
代
金
が
出
荷
売
上
高

一
七
〇
億
円
の
三
倍
以
上
（
約
六
〇
三
億
円
）
に
達
し
て
い
る
こ
と
、

オ
ー
ナ
ー
か
ら
の
子
牛
及
び
繁
殖
牛
の
仕
入
額
が
、
オ
ー
ナ
ー
契
約

代
金
を
超
え
る
約
六
八
八
億
円
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

オ
ー
ナ
ー
制
度
が
経
営
の
重
荷
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

し
か
し
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
計
算
関
係
書
類
か
ら
、
繁
殖
牛
不
足

が
状
態
化
し
て
い
る
の
に
長
年
に
わ
た
り
違
法
な
オ
ー
ナ
ー
契
約
の

勧
誘
が
継
続
さ
れ
て
い
た
事
実
を
察
知
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
ほ
か
は
な
く
、
Ｚ
の
違
法
な
業
務
の
過
程
に
お
け
る

悪
意
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
る
職
務
の
懈
怠
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

も
で
き
ず
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
く
原
告
ら
の
被
告
Ｙ５
に

対
す
る
請
求
に
は
理
由
が
な
い
。」

　
「
仮
に
、
新
た
に
会
計
監
査
人
と
と
も
に
通
常
監
査
役
が
選
任
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
会
計
限
定
監
査
役
で
あ
る
Ｙ５
が
通
常
監
査
役
と
し

て
の
職
責
を
負
う
と
し
て
も
…
…
Ｚ
の
経
営
陣
三
名
は
、
繁
殖
牛
が

足
り
な
く
て
も
、
倒
産
を
避
け
る
た
め
オ
ー
ナ
ー
契
約
の
販
売
促
進

を
継
続
し
、
経
営
陣
三
名
以
外
の
者
が
オ
ー
ナ
ー
制
度
運
営
の
あ
り

方
に
容
喙
す
る
こ
と
を
一
切
許
さ
な
い
と
の
方
針
で
会
社
経
営
を
し

て
い
た
の
で
あ
」
っ
て
、「
そ
の
他
、
前
記
…
…
で
検
討
し
た
事
情

を
併
せ
考
え
る
と
、
Ｙ５
に
つ
い
て
も
、
オ
ー
ナ
ー
契
約
を
実
情
、
特

に
繁
殖
牛
不
足
が
い
つ
頃
始
ま
り
、
ど
の
程
度
ま
で
深
刻
化
し
て
い

る
の
か
を
知
り
、
Ｚ
が
法
律
違
反
の
営
業
を
し
な
い
よ
う
会
社
の
業

務
執
行
を
管
理
、
統
制
す
べ
き
職
務
上
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
は
極

め
て
困
難
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
Ｙ５
に
、
上
記
職
務

を
行
う
に
つ
き
、
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
。」
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参
考
：
原
審
判
旨
（
大
阪
地
判
平
成
二
八
年
五
月
三
〇
日
金
判
一
四

九
五
号
二
三
頁
）

一　

監
査
役
の
監
査
の
範
囲
に
つ
い
て

　
「
被
告
Ｙ５
は
、
平
成
一
五
年
頃
か
ら
税
理
士
業
務
を
行
い
、
平
成

二
一
年
九
月
五
日
か
ら
Ｚ
の
監
査
役
を
務
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

Ｚ
は
、
監
査
役
を
置
く
旨
の
定
款
の
定
め
の
あ
る
特
例
有
限
会
社
で

あ
り
、
監
査
役
の
監
査
の
範
囲
は
会
計
に
関
す
る
も
の
に
限
定
さ
れ

て
い
た
が
（
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
二
四
条
）、
平
成
二
一
年
四
月
一
日
に
、
商
号
の
変
更
に
よ
り

株
式
会
社
と
な
っ
た
も
の
（
同
法
四
五
条
）
で
あ
り
（
前
提
事
実

⑵
）、
証
拠
（
乙
Ｃ
28
）
に
よ
れ
ば
、
商
号
変
更
に
よ
り
通
常
の
株

式
会
社
に
移
行
し
た
後
も
、
Ｚ
の
定
款
で
は
、
監
査
役
の
監
査
の
範

囲
は
会
計
に
関
す
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
Ｚ
と
Ｙ５
と
の

間
で
は
監
査
の
範
囲
は
会
計
監
査
に
限
定
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
認
定
事
実
⑻
の
と
お
り
Ｚ
は
、
平
成
一
四
年
度
期
末
か

ら
負
債
合
計
は
三
○
○
億
円
を
超
え
て
お
り
，
平
成
二
一
年
度
期
末

以
降
は
六
五
五
億
円
を
超
え
る
負
債
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
通
常
の
株
式
会
社
に
移
行
し
た
後
は
、
会
社
法
上
の
大
会
社

に
あ
た
る
株
式
会
社
と
し
て
会
計
監
査
人
設
置
会
社
（
会
社
法
二
条

六
号
、
同
条
二
四
号
、
同
法
三
二
八
条
、
同
法
二
条
一
一
号
）
に
当

た
る
の
で
、
定
款
の
規
定
に
よ
っ
て
も
監
査
役
の
監
査
の
範
囲
を
会

計
監
査
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
、
そ

う
す
る
と
、
平
成
二
一
年
四
月
一
日
以
降
Ｚ
の
監
査
役
は
、
会
計
監

査
の
み
な
ら
ず
業
務
監
査
ま
で
行
う
任
務
が
あ
っ
た
と
い
え
る
（
会

社
法
三
八
九
条
一
項
）。

　

そ
し
て
、
被
告
Ｙ５
は
、
平
成
二
二
年
四
月
か
ら
五
月
頃
に
Ｚ
の
税

務
申
告
を
担
当
し
た
Ｔ
会
計
事
務
所
と
決
算
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
た

際
、
Ｚ
が
会
計
監
査
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
気
付
い
た
と

述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
頃
に
は
、
Ｚ
の
監
査
役
の
監

査
の
範
囲
が
会
計
監
査
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
を
認
識
し
、
又
は
少
な

く
と
も
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」

二　

監
査
役
の
職
務
懈
怠
に
つ
い
て

　
「
原
告
ら
は
、
Ｙ５
が
、
再
売
買
代
金
支
払
債
務
を
貸
借
対
照
表
上

に
負
債
と
し
て
計
上
す
べ
き
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
、
そ
の
旨
を
取

締
役
に
報
告
し
な
か
っ
た
こ
と
が
注
意
義
務
違
反
及
び
任
務
懈
怠
に

あ
た
る
旨
主
張
す
る
が
、
前
記
３
⑶
ア
の
と
お
り
、
再
売
買
代
金
債

務
を
貸
借
対
照
表
上
に
負
債
と
し
て
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
と
ま
で
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
こ
の
点
に
関
す
る
原
告

ら
の
主
張
は
採
用
で
き
な
い
。

　

原
告
ら
は
、
Ｙ５
が
適
切
な
業
務
監
査
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
Ｚ
が
巨

額
の
負
債
を
抱
え
て
お
り
、
近
い
将
来
に
破
綻
必
至
で
あ
っ
た
こ
と
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や
、
オ
ー
ナ
ー
契
約
頭
数
よ
り
も
繁
殖
牛
が
不
足
す
る
こ
と
が
常
態

化
し
て
い
た
こ
と
を
Ｚ
が
秘
匿
し
て
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
又
は
、
極
め
て
容
易
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
新
規
オ
ー
ナ
ー
の
募
集
を
取
り
や
め
る
よ
う
進
言
す

る
等
し
て
取
締
役
に
よ
る
新
規
募
集
を
止
め
る
注
意
義
務
及
び
任
務

が
あ
っ
た
の
に
こ
れ
を
怠
り
、
漫
然
と
取
締
役
ら
に
新
規
オ
ー
ナ
ー

の
募
集
を
続
け
さ
せ
た
点
に
注
意
義
務
違
反
及
び
任
務
懈
怠
が
あ
る

旨
主
張
す
る
。

　

本
件
で
は
、
平
成
二
二
年
四
月
又
は
五
月
頃
の
時
点
に
お
い
て
Ｚ

が
所
有
す
る
牛
の
数
が
オ
ー
ナ
ー
契
約
頭
数
を
大
幅
に
下
回
る
常
況

に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
平
成
一
四
年
度
期
末
か
ら
平
成
二
二
年
度
期

末
の
決
算
を
比
較
す
る
と
、
資
産
合
計
及
び
負
債
合
計
と
も
に
倍
増

し
て
い
る
こ
と
、
被
告
Ｙ５
は
決
算
の
負
債
総
額
に
将
来
の
再
売
買
代

金
支
払
債
務
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
、
被

告
Ｙ５
は
Ｚ
が
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
業
務
が
Ｚ
に
お

い
て
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
、
Ｙ５

が
平
成
二
一
年
度
決
算
の
会
計
監
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
将
来
の
再
売
買
代
金
支
払
債
務
を
考
慮
し
た
場
合
に
Ｚ
が
大
幅

な
債
務
超
過
の
常
況
に
あ
り
、
関
連
会
社
へ
の
未
払
金
、
貸
付
金
も

多
額
に
上
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
う
で
あ
る
以
上
、
被
告
Ｙ５
は
、
監
査
役
と
し
て
、
取
締
役
が
株
主

総
会
に
提
出
し
よ
う
と
す
る
議
案
、
計
算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、
損

益
計
算
等
）
及
び
事
業
報
告
書
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明
細
書
を
調

査
し
、
そ
の
結
果
を
必
要
に
応
じ
て
株
主
総
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
（
会
社
法
三
八
四
条
、
四
三
八
条
）、
計
算
書
類
及
び
事
業

報
告
書
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明
細
書
の
記
載
内
容
、
会
計
帳
簿
を

調
査
す
る
と
き
に
は
会
計
監
査
の
場
合
よ
り
厳
密
な
調
査
を
行
う
べ

き
注
意
義
務
及
び
任
務
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
Ｚ
で
は
、

Ｂ
は
、
平
成
二
一
年
六
月
末
頃
ま
で
は
Ｚ
の
税
務
及
び
会
計
を
担
当

す
る
も
の
と
し
て
、
農
林
水
産
省
及
び
消
費
者
庁
に
対
す
る
報
告
書

及
び
オ
ー
ナ
ー
に
送
付
す
る
た
め
の
事
業
報
告
書
等
の
内
容
は
改
ざ

ん
し
た
が
、
オ
ー
ナ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
牛
管
理
シ
ス
テ
ム
内
の

デ
ー
タ
は
改
ざ
ん
し
て
い
な
い
旨
述
べ
て
い
た
こ
と
、
Ｚ
は
平
成
一

九
年
一
一
月
以
降
オ
ー
ナ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
を
変
更
し
て
繁
殖
牛
を

二
重
に
割
り
当
て
始
め
て
い
る
こ
と
、
Ｚ
の
会
計
書
類
の
原
案
は
、

畜
産
部
か
ら
提
供
さ
れ
る
棚
卸
表
、
オ
ー
ナ
ー
管
理
部
か
ら
提
供
さ

れ
る
契
約
件
数
、
契
約
頭
数
、
契
約
金
額
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
必

要
な
資
料
に
基
づ
き
、
Ｚ
の
経
理
部
が
作
成
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
被
告
Ｙ５
が
計
算
書
類
の
原
資
料
に
遡
っ
て
調
査
を
行
っ
て
い

た
場
合
に
は
、
オ
ー
ナ
ー
契
約
頭
数
よ
り
も
繁
殖
牛
が
不
足
す
る
こ

と
が
常
態
化
し
て
い
る
の
に
、
Ｚ
が
こ
れ
を
秘
匿
し
て
オ
ー
ナ
ー
を

募
集
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
又
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
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際
に
取
締
役
に
新
た
な
オ
ー
ナ
ー
の
募
集
を
止
め
る
よ
う
進
言
す
る

な
ど
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
遅
く
と
も
平
成
二
二
年
六
月
以
降
新
た

な
オ
ー
ナ
ー
契
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
可
能

性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
Ｙ５
は
こ
れ
を
怠
り
、
何
ら
業
務

監
査
を
行
っ
て
い
な
い
点
に
注
意
義
務
及
び
任
務
懈
怠
が
あ
っ
た
と

い
え
る
。

　

従
っ
て
、
被
告
Ｙ５
が
遅
く
と
も
平
成
二
二
年
六
月
以
降
に
締
結
さ

れ
た
オ
ー
ナ
ー
契
約
に
関
す
る
限
り
で
、
原
告
ら
の
被
告
Ｙ５
に
対
す

る
共
同
不
法
行
為
及
び
会
社
法
四
二
九
条
一
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償

請
求
は
理
由
が
あ
る
。」

〔
研
　
究
〕

　
判
旨
の
結
論
に
賛
成
。

一　

本
件
は
、
大
会
社
で
、
監
査
役
の
監
査
の
範
囲
を
会
計
監
査
に

限
定
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
り
、
か
つ
、
会
計
監
査
人
が
選
任

さ
れ
て
い
な
い
会
社
に
、
会
計
限
定
監
査
役
で
あ
る
旨
の
説
明
を
受

け
て
就
任
し
た
監
査
役
に
つ
き
、
会
社
法
四
二
九
条
一
項
の
責
任
の

有
無
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
特
定
商
品
預
託

法
、
出
資
法
に
加
え
、
取
締
役
及
び
監
査
役
等
に
対
す
る
民
法
及
び

会
社
法
上
の
責
任
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
う

ち
、
監
査
役
の
会
社
法
上
の
責
任
に
つ
い
て
の
み
検
討
す
る
。

　

原
判
決
は
、
監
査
役
の
職
務
権
限
（
監
査
対
象
）
に
つ
い
て
、
当

初
は
特
例
有
限
会
社
で
あ
っ
た
Ｚ
が
そ
の
後
に
商
号
を
変
更
し
て
株

式
会
社
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
一
年
四
月
以
降
は
、
会

計
監
査
だ
け
で
な
く
、
業
務
監
査
も
Ｙ５
の
職
務
権
限
の
対
象
で
あ
っ

て
、
Ｙ５
も
、
平
成
二
二
年
四
月
以
降
か
ら
五
月
頃
に
は
、
Ｚ
の
監
査

役
の
監
査
の
範
囲
が
会
計
監
査
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
を
認
識
し
、
ま

た
は
少
な
く
と
も
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
の
判
断
を
示
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
Ｙ５
の
任
務
懈
怠
に
つ
い
て
は
、
Ｙ５
が
計
算
書
類
の
原

資
料
に
遡
っ
て
調
査
を
行
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
オ
ー
ナ
ー
契
約
頭

数
よ
り
も
繁
殖
牛
が
不
足
す
る
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
る
の
に
、
Ｚ

が
こ
れ
を
秘
匿
し
て
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
又

は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
際
に
取
締
役
に
新
た
な
オ
ー
ナ
ー

の
募
集
を
止
め
る
よ
う
進
言
す
る
な
ど
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
遅
く

と
も
平
成
二
二
年
六
月
以
降
新
た
な
オ
ー
ナ
ー
契
約
が
締
結
さ
れ
る

こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
可
能
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、

Ｙ５
は
こ
れ
を
怠
り
、
何
ら
業
務
監
査
を
行
っ
て
い
な
い
点
に
注
意
義

務
及
び
任
務
懈
怠
が
あ
っ
た
と
い
え
る
と
判
示
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
本
判
決
は
、
監
査
役
の
職
務
権
限
（
監
査
対
象
）

に
つ
き
、
Ｙ５
は
、
Ｚ
が
大
会
社
と
な
っ
た
後
に
監
査
役
に
就
任
し
た

が
、
会
計
限
定
監
査
役
と
し
て
就
任
す
る
旨
の
本
件
監
査
役
就
任
契
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約
に
基
づ
い
て
就
任
し
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
会
計
監
査
の
職
責
を

負
う
も
の
の
、
当
然
に
は
業
務
監
査
の
職
責
ま
で
負
う
も
の
で
は
な

い
と
し
た
上
で
、
Ｙ５
に
つ
い
て
、
計
算
関
係
書
類
か
ら
、
繁
殖
牛
不

足
が
常
態
化
し
て
い
る
の
に
長
年
に
わ
た
り
違
法
な
オ
ー
ナ
ー
契
約

の
勧
誘
が
継
続
さ
れ
て
い
た
事
実
を
察
知
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
ほ
か
は
な
く
、
Ｚ
の
違
法
な
業
務
の
過
程
に
お
け
る

悪
意
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
る
職
務
の
懈
怠
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

も
で
き
な
い
と
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
件
の
Ｙ５
の
対
第
三
者
責
任
の
前
提
と
し
て
Ｙ５
の
職
務

権
限
が
会
計
監
査
に
限
定
さ
れ
る
か
否
か
、
本
件
定
款
規
定
や
本
件

監
査
役
就
任
契
約
の
効
力
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

二　

本
件
で
は
、
前
述
の
と
お
り
、
Ｚ
は
有
限
会
社
と
し
て
設
立
後
、

平
成
一
八
年
に
特
例
有
限
会
社
と
な
り
、
平
成
二
一
年
四
月
一
日
に

通
常
の
株
式
会
社
に
移
行
し
て
お
り
、
Ｙ５
が
監
査
役
に
就
任
し
た
の

は
同
年
九
月
五
日
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｚ
は
平
成
二
一
年
四
月
一
日
の

時
点
で
大
会
社
で
あ
っ
た
が
、
会
計
監
査
人
を
選
任
し
て
い
な
か
っ

た
。
Ｚ
の
定
款
に
は
、
監
査
役
の
監
査
の
範
囲
を
会
計
に
限
定
す
る

旨
の
定
め
が
置
か
れ
て
お
り
、
Ｙ５
は
当
該
定
款
を
示
さ
れ
、
Ｚ
と
の

間
で
、
会
計
限
定
監
査
役
に
就
任
す
る
こ
と
を
了
解
し
、
本
件
監
査

役
就
任
契
約
を
締
結
し
た
。

　

原
判
決
は
、
Ｙ５
の
職
務
権
限
に
つ
き
「
定
款
の
規
定
に
よ
っ
て
も

監
査
役
の
監
査
の
範
囲
を
会
計
監
査
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
く

な
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
、」「
平
成
二
一
年
四
月
一
日
以
降
の
Ｚ
の
監

査
役
は
、
会
計
監
査
の
み
な
ら
ず
業
務
監
査
ま
で
行
う
任
務
が
あ
っ

た
と
い
え
る
（
会
社
法
三
八
九
条
一
項
）。」
と
し
て
、
会
計
監
査
に

限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
本
判
決
は
、
①
監
査
役
就
任
契
約
に
よ
り
監
査
権

限
が
会
計
監
査
に
限
定
さ
れ
て
い
る
者
が
、
業
務
監
査
の
職
責
ま
で

負
わ
さ
れ
る
契
約
上
の
根
拠
が
な
い
、
②
会
計
監
査
人
と
監
査
役
の

選
任
ま
で
の
間
、
会
計
限
定
監
査
役
が
、
こ
れ
ら
の
者
が
行
う
べ
き

職
務
を
ひ
と
り
で
行
う
こ
と
に
は
、
少
々
無
理
が
あ
る
、
③
会
社
法

三
三
六
条
四
項
三
号
に
お
い
て
、
通
常
監
査
役
を
置
く
必
要
が
生
じ

た
場
合
、
会
計
限
定
監
査
役
の
任
期
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
し
て
お

り
、
会
計
限
定
監
査
役
に
通
常
監
査
役
の
職
責
を
果
た
す
こ
と
を
当

然
の
こ
と
と
し
て
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
し
て
、
Ｙ５
は
会

計
監
査
の
職
責
は
負
う
も
の
の
、
当
然
に
は
業
務
監
査
の
権
限
ま
で

負
う
わ
け
で
は
な
い
と
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
②
に
つ
い
て
は
、
会
計
監
査
人
選
任
懈
怠
を
放
置
し

て
い
た
以
上
、
Ｙ５
と
し
て
は
自
ら
適
切
に
「
会
計
監
査
」
を
行
わ
ざ

る
を
得
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
部
分
は
説
得
力
が
弱
い
（
弥
永
真
生

「
本
件
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
五
一
〇
号
三
頁
）
と
か
、
や
や
筆
が
滑
っ
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た
（
同
「
会
計
処
理
の
適
切
性
を
め
ぐ
る
裁
判
例
を
見
つ
め
直
す
」

会
計
・
監
査
ジ
ャ
ー
ナ
ル
七
四
六
号
七
八
頁
）
な
ど
と
評
価
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
本
判
決
の
主
た
る
根
拠
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
③
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
三
三
六
条
四
項
は
、
当

該
定
款
変
更
の
効
力
が
生
じ
た
と
き
に
、
監
査
役
の
任
期
が
終
了
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
で
、
三
号
は
、
監
査
役
の
監
査
の
範
囲
を

会
計
に
関
す
る
も
の
に
限
定
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
（
会
社
法
三
八

九
条
）
を
廃
止
す
る
定
款
変
更
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
従
来

の
監
査
役
は
会
計
監
査
の
み
の
職
務
を
任
さ
れ
る
前
提
で
選
任
さ
れ

た
者
で
あ
る
か
ら
、
業
務
監
査
を
も
職
務
範
囲
と
す
る
監
査
役
は
、

新
た
に
選
任
し
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
明
定
し
た
も
の
で
あ
り

（
酒
巻
俊
雄
＝
龍
田
節
ほ
か
「
逐
条
解
説
会
社
法
」
第
四
巻
二
八
七

頁
（
末
永
敏
和
執
筆
））、
当
該
規
定
は
、
定
款
変
更
の
効
力
が
生
じ

る
ま
で
は
、
会
計
限
定
監
査
役
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と

解
さ
れ
る
。
ま
た
、
①
に
つ
い
て
も
、
Ｚ
と
Ｙ５
と
い
う
契
約
の
当
事

者
間
に
つ
い
て
は
、
本
判
決
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
本
件
の
よ
う
な
監
査
役
就
任
契
約
が
当
事
者
間
で
は
有

効
で
あ
る
と
し
て
も
、
原
則
と
し
て
監
査
役
は
業
務
監
査
権
限
を
有

す
る
と
し
、
例
外
的
に
株
式
譲
渡
制
限
会
社
の
み
が
定
款
に
よ
っ
て

監
査
役
の
権
限
を
会
計
監
査
権
限
に
限
定
で
き
る
と
す
る
会
社
法
の

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
本
問
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
定
款
自
体
を
有
効

と
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
、「
Ｙ５
が

監
査
役
に
就
任
し
た
時
点
で
、
Ｚ
は
大
会
社
だ
か
ら
会
計
監
査
人
設

置
会
社
に
該
当
す
る
の
で
（
会
社
法
三
二
八
条
二
項
、
二
条
一
一

号
）、
本
件
定
款
規
定
は
会
社
法
三
八
九
条
一
項
に
反
し
て
無
効
」

で
あ
る
（
飯
田
秀
総
「
本
件
判
批
」
法
教
四
四
三
号
一
三
九
頁
）
と

解
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
本
判
決
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
で
も
、
Ｙ５
監
査
役
就

任
時
の
平
成
二
一
年
九
月
一
日
段
階
で
、
Ｚ
が
大
会
社
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
Ｚ
と
Ｙ５
の
間
に
お
け
る
会
計
監
査
限
定
の
監
査
役

就
任
契
約
に
は
（
監
査
の
範
囲
に
関
し
て
）
要
素
の
錯
誤
（
民
法
九

五
条
）
が
あ
る
と
の
主
張
が
考
え
ら
れ
、
実
際
、
Ｙ５
も
本
件
に
お
い

て
錯
誤
無
効
の
主
張
を
行
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、
本
判
決
は
「
本
件

監
査
役
就
任
契
約
が
錯
誤
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
の
被
告
Ｙ５
の
主
張

に
は
理
由
が
な
い
。」
と
し
て
、
Ｙ５
の
錯
誤
の
主
張
を
否
定
し
た
）。

　

仮
に
、
錯
誤
の
問
題
と
解
し
た
場
合
、
本
件
Ｚ
の
負
債
総
額
は
二

〇
〇
億
円
以
上
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｙ５
が
重
過

失
と
さ
れ
る
余
地
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
弥
永
・
前
掲
ジ
ュ
リ
三

頁
）。
し
か
し
、
判
示
の
よ
う
に
、
Ｙ５
が
監
査
役
に
就
任
し
た
の
が

平
成
二
一
年
九
月
五
日
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｙ５
が
Ｚ
が
大
会
社
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
の
が
平
成
二
二
年
五
月
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
監
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査
役
就
任
契
約
の
締
結
時
に
お
い
て
は
Ｙ５
に
重
過
失
は
な
か
っ
た
と

す
る
こ
と
も
可
能
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
Ｙ５
の
監
査
役
と
し
て
の
対
第
三
者
責
任
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

三　

ま
ず
、（
説
明
義
務
違
反
と
の
関
連
で
は
あ
る
が
、）
Ｚ
が
、

（
オ
ー
ナ
ー
契
約
の
繁
殖
牛
に
係
る
）
再
売
買
債
務
を
簿
外
処
理
し
、

こ
れ
を
貸
借
対
照
表
上
の
負
債
に
計
上
し
な
か
っ
た
こ
と
が
不
正
な

会
計
処
理
で
あ
る
か
否
か
と
の
点
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
、
そ
の
よ

う
な
会
計
処
理
に
つ
い
て
会
計
事
務
所
よ
り
特
段
の
指
摘
が
な
か
っ

た
上
、「
再
売
買
が
仕
入
れ
で
あ
り
、
再
売
買
ま
で
は
オ
ー
ナ
ー
牛

が
Ｚ
の
資
産
で
な
い
と
す
れ
ば
、
オ
ー
ナ
ー
牛
を
貸
借
対
照
表
の
資

産
の
部
に
計
上
せ
ず
、
契
約
残
高
（
再
売
買
代
金
債
務
の
総
額
）
を

貸
借
対
照
表
の
負
債
の
部
に
計
上
し
な
か
っ
た
こ
と
は
違
法
な
会
計

処
理
と
ま
で
は
い
え
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
我
が
国
の
実
務
で
は
、
原
則
と
し
て
、
企
業
が
顧
客
か

ら
受
け
入
れ
た
資
産
を
会
計
上
資
産
と
し
て
計
上
す
る
か
否
か
を
判

断
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
、
本
件
で
は
、
オ
ー
ナ
ー
牛
が
オ
ー
ナ
ー

の
所
有
物
で
あ
る
と
す
れ
ば
オ
ー
ナ
ー
牛
は
Ｚ
の
資
産
と
し
て
は
認

識
さ
れ
ず
、
再
売
買
代
金
債
務
も
認
識
し
な
い
と
の
考
え
か
ら
、
本

件
に
お
け
る
会
計
処
理
は
「
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業

会
計
の
慣
行
」（
会
社
法
四
三
一
条
）
に
は
反
し
な
い
と
解
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
判
決
は
他
方
で
オ
ー
ナ
ー
契

約
代
金
は
出
資
法
上
の
「
預
り
金
」
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「「
預
り
金
」
総
額
を
負
債
と
し
て
認
識
・
計
上
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
原
則
的
処
理
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、
オ
ー
ナ
ー
牛
を
資
産
と
し
て

計
上
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
も
、「
預
り
金
」
を
計
上
し
な
い
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
根
拠
を
ど
こ
に
求
め
た
か
理
解
に
苦
し
む
」（
弥

永
・
前
掲
会
計
・
監
査
ジ
ャ
ー
ナ
ル
七
七
頁
）
と
批
判
さ
れ
て
い
る

（
原
判
決
及
び
本
判
決
の
再
売
買
代
金
支
払
債
務
の
負
債
計
上
の
要

否
に
関
す
る
問
題
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
弥
永
・
前
掲
会
計
・
監

査
ジ
ャ
ー
ナ
ル
七
六
頁
以
下
参
照
）。

四
（
一
）　

で
は
、
Ｙ５
の
責
任
は
認
め
ら
れ
る
か
。
ま
ず
、
会
計
限

定
監
査
役
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

会
計
限
定
監
査
役
の
対
第
三
者
責
任
の
要
件
は
、
Ⅰ
監
査
役
が
会

計
監
査
の
職
務
を
悪
意
又
は
重
過
失
を
も
っ
て
懈
怠
し
た
こ
と
、
Ⅱ

会
計
監
査
を
怠
っ
た
た
め
に
第
三
者
に
損
害
が
生
じ
た
こ
と
（
因
果

関
係
）
と
さ
れ
て
い
る
（
重
田
麻
紀
子
「
判
批
」
法
研
八
七
巻
九
号

一
九
七
頁
）。
さ
ら
に
、
そ
の
要
件
に
基
づ
い
て
検
討
し
た
結
果
、

具
体
的
に
は
、
⑴
訴
訟
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
代
表
取
締
役
等
の
行

為
は
業
務
執
行
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
会
計
限
定
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監
査
役
の
職
務
権
限
の
範
囲
外
で
あ
る
と
と
し
て
具
体
的
な
検
討
を

し
な
か
っ
た
事
例
と
、
⑵
会
計
限
定
監
査
役
の
行
為
に
悪
意
重
過
失

が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
事
例
に
分
け
ら
れ
、
⑵
は
さ

ら
に
、
悪
意
重
過
失
は
な
い
と
さ
れ
た
事
例
と
悪
意
重
過
失
が
あ
る

こ
と
を
前
提
に
、
悪
意
重
過
失
と
損
害
の
間
の
因
果
関
係
を
検
討
し

た
事
例
と
に
分
け
ら
れ
る
と
さ
れ
る
（
釜
田
薫
子
「
判
批
」
商
事
二

一
一
一
号
五
二
頁
）。

　

そ
し
て
、
会
計
限
定
監
査
役
の
責
任
が
肯
定
さ
れ
た
最
近
の
事
案

と
し
て
は
、
①
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
を
業
と
し
て
行
う
会
社
の
関

連
会
社
と
匿
名
組
合
契
約
を
締
結
し
て
多
額
の
金
銭
を
預
け
入
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
被
害
者
が
、
監
査
役
に
対
し
て
損
害

賠
償
請
求
を
求
め
た
事
案
（
名
古
屋
高
判
平
成
二
三
年
八
月
二
五
日

判
時
二
一
六
二
号
一
三
六
頁
）、
②
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
契
約
を

締
結
し
金
員
を
会
社
に
預
託
し
た
が
、
会
社
の
破
産
に
よ
り
預
託
金

を
返
還
さ
れ
な
か
っ
た
原
告
が
、
金
員
を
預
か
っ
た
会
社
及
び
預
託

金
運
用
会
社
の
取
締
役
及
び
監
査
役
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た

事
案
（
東
京
地
判
平
成
二
四
年
二
月
二
四
日
先
物
取
引
裁
判
例
集
六

五
号
二
三
三
頁
）、
③
粉
飾
決
算
に
よ
っ
て
計
算
書
類
が
会
社
の
財

産
状
況
を
正
し
く
示
し
て
い
な
か
っ
た
点
に
つ
き
、
弁
護
士
で
あ
る

監
査
役
が
長
ら
く
放
置
し
た
と
し
て
監
査
役
に
対
し
て
損
害
賠
償
を

求
め
た
事
案
（
東
京
地
判
平
成
四
年
一
一
月
二
七
日
判
時
一
四
六
六

号
一
四
六
頁
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
①
は
、
業
務
監
査
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い

会
計
限
定
監
査
役
に
、
取
締
役
の
違
法
行
為
全
般
に
つ
い
て
中
止
を

要
請
す
る
権
利
や
義
務
が
あ
る
と
解
し
て
い
る
点
で
、
そ
も
そ
も
判

旨
に
対
し
否
定
的
な
意
見
が
少
な
く
な
い
（
重
田
・
前
掲
一
九
九
頁
、

釜
田
・
前
掲
五
四
頁
、
高
橋
均
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
四
五
七
号
一
一

二
頁
、
吉
田
正
之
「
判
批
」
金
商
一
四
三
一
号
六
頁
、
片
木
晴
彦

「
判
批
」
私
法
リ
マ
四
七
号
（
二
〇
一
三
（
下
））
八
八
頁
等
）。

　

次
に
、
②
は
、
預
託
金
運
用
会
社
に
お
い
て
、
預
託
金
を
原
告
か

ら
預
か
っ
た
会
社
の
営
業
本
部
長
と
し
て
営
業
部
署
に
対
す
る
指
示

監
督
を
行
う
業
務
に
も
従
事
し
て
い
た
監
査
役
が
、
預
託
金
の
流
用

に
つ
き
認
識
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
計
監
査
に
係
る
何
の

措
置
も
採
る
こ
と
な
く
こ
れ
を
放
置
し
た
こ
と
で
任
務
懈
怠
に
つ
き

重
大
な
過
失
が
あ
り
、
原
告
と
の
損
害
の
間
に
因
果
関
係
が
認
め
ら

れ
る
と
し
て
監
査
役
の
責
任
が
肯
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
③
は
、
弁
護
士
で
あ
る
監
査
役
に
つ
い
て
、
代
表
取
締
役

の
計
算
書
類
に
つ
い
て
の
粉
飾
の
事
実
を
暴
く
機
会
を
与
え
ら
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
正
経
理
を
見
過
ご
し
、
結
果
的
に
計
算
書
類

が
会
社
の
財
産
・
損
益
状
況
等
を
正
し
く
示
し
て
い
な
い
の
に
そ
れ

を
放
置
し
た
こ
と
、
監
査
役
が
弁
護
士
で
あ
っ
て
、
一
般
人
に
比
し

て
監
査
役
の
職
務
を
よ
り
一
層
真
摯
に
な
す
べ
き
こ
と
が
期
待
さ
れ
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る
職
責
に
あ
る
こ
と
を
も
斟
酌
す
る
と
、
監
査
役
と
し
て
重
大
な
任

務
懈
怠
と
任
務
懈
怠
に
つ
い
て
の
悪
意
又
は
重
過
失
が
あ
り
、
損
害

と
の
間
の
因
果
関
係
も
あ
る
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
た
だ
し
、
こ

の
判
決
に
対
し
て
は
、
因
果
関
係
に
つ
い
て
詳
細
な
認
定
を
行
っ
て

い
な
い
（
釜
田
・
前
掲
五
三
頁
）、
事
実
認
定
が
不
十
分
で
あ
る
等

の
批
判
が
あ
る
（
吉
田
・
前
掲
五
頁
））。

　

こ
の
よ
う
に
、
会
計
限
定
監
査
役
で
は
あ
る
が
、
②
は
営
業
部
署

に
対
す
る
指
示
監
督
を
行
う
業
務
に
も
従
事
し
て
い
た
監
査
役
の
責

任
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
③
は
会
社
の
損
益
状
況
等
を
正
し
く
示

し
て
い
な
い
計
算
関
係
書
類
を
放
置
し
た
と
い
う
事
情
等
の
下
で
監

査
役
の
責
任
を
認
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
Ｙ５
が
会
計
限
定
監
査
役
以

上
の
業
務
を
有
せ
ず
、
ま
た
、
計
算
書
類
等
に
不
正
の
記
載
が
な

か
っ
た
と
さ
れ
た
本
件
に
お
い
て
、
本
判
決
が
Ｙ５
の
対
第
三
者
責
任

を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
事
案
に
お
け
る
判
断
に
も
反

し
な
い
と
解
さ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
本
判
決
に
対
し
て
は
、「
貸
借
対
照
表
上
の
資
産

（
オ
ー
ナ
ー
牛
以
外
の
牛
）
の
実
在
性
を
確
か
め
る
こ
と
、
再
売
買

代
金
債
務
と
オ
ー
ナ
ー
牛
と
が
見
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
及
び
、

オ
ー
ナ
ー
に
対
す
る
配
当
や
再
売
買
代
金
の
支
払
い
が
適
切
に
会
計

処
理
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
こ
と
な
ど
は
会
計
監
査
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
」、「
自
社
所
有
の
牛
の
貸
借
対

照
表
残
高
が
虚
偽
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
オ
ー
ナ
ー
に
対
す
る
配
当

や
再
売
買
代
金
の
支
払
が
実
態
に
反
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
計
算
関

係
書
類
に
虚
偽
記
載
が
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
」
ず
、「
Ｙ５
に
重

過
失
が
な
か
っ
た
と
判
断
で
き
る
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
点
で
本
判

決
に
は
致
命
的
と
い
っ
て
よ
い
問
題
が
内
在
し
て
い
る
。」
と
の
批

判
も
あ
る
（
弥
永
・
前
掲
ジ
ュ
リ
三
頁
及
び
前
掲
会
計
・
監
査

ジ
ャ
ー
ナ
ル
七
八
頁
）。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
Ｙ５
が
こ
の
よ
う

な
監
査
を
行
わ
な
か
っ
た
点
に
関
す
る
重
過
失
の
有
無
に
つ
い
て
一

切
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
本
判
決
が
Ｙ５
に
悪
意
又
は
重
過
失
が
な
い

と
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
や
や
検
討
不
足
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
）　

次
に
、
監
査
役
の
業
務
権
限
（
監
査
対
象
）
が
会
計
監
査
で

あ
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
業
務
監
査
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
は
、

そ
の
違
い
に
着
目
し
て
監
査
役
の
任
務
懈
怠
の
有
無
が
問
題
と
な
っ

た
近
時
の
裁
判
例
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　

そ
の
よ
う
な
裁
判
例
の
う
ち
、
監
査
役
の
責
任
が
認
め
ら
れ
た
事

案
と
し
て
は
、
④
監
査
役
で
あ
っ
た
者
の
任
務
懈
怠
に
つ
き
、
い
わ

ゆ
る
「
責
任
限
度
契
約
」
が
適
用
さ
れ
、
そ
の
責
任
を
限
定
し
て
認

め
ら
れ
た
事
案
（
大
阪
地
判
平
成
二
五
年
一
二
月
二
六
日
金
判
一
四

三
五
号
四
二
頁
、
判
時
二
二
二
〇
号
一
○
九
頁
（
大
阪
高
判
平
成
二

七
年
五
月
二
一
日
判
時
二
二
七
九
号
九
六
頁
も
原
審
判
決
を
是
認
し

た
））、
⑤
顧
客
か
ら
投
資
資
金
名
下
に
金
員
を
詐
取
し
た
と
い
う
株
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式
会
社
の
取
締
役
の
一
人
に
つ
い
て
任
務
懈
怠
が
認
め
ら
れ
、
監
査

役
の
一
人
に
つ
い
て
も
任
務
懈
怠
が
認
め
ら
れ
た
事
案
（
東
京
地
判

平
成
二
三
年
六
月
八
日LLI/D

B06630322

）、
⑥
破
産
会
社
と
の

間
で
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
を
行
っ
た
原
告
が
、
同
社
の
監
査
役
に

損
害
賠
償
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
監
査
役
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
が

認
め
ら
れ
た
事
案
（
東
京
地
判
平
成
一
八
年
六
月
八
日LLI/

D
B06132284

（
東
京
高
判
平
成
一
八
年
一
一
月
二
九
日
））
が
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
④
は
、
破
産
会
社
の
監
査
役
監
査
規
程
に
お
い
て
、

監
査
役
は
、
取
締
役
等
の
職
務
の
執
行
が
法
令
及
び
定
款
に
適
合
す

る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
に
関
し
て
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム

の
整
備
状
況
を
監
視
し
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
内
部
統
制
シ
ス

テ
ム
に
関
す
る
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
取
締
役
会
等
に
対
し
、
内

部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
助
言
又
は
勧
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
リ
ス
ク
管
理
体
制
の

構
築
等
の
勧
告
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
監
査
役
の
善
管

注
意
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
⑤
は
、
監
査
役
が
、
そ
も
そ
も
当
該
会
社
を
訪
れ
た
こ
と

が
な
く
、
当
該
会
社
の
会
計
書
類
を
含
め
何
ら
か
の
会
計
監
査
も
業

務
監
査
も
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
⑥
は
、
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
業
者
に
お
い
て
は
、
顧
客

か
ら
の
預
か
り
資
産
と
自
社
資
産
と
が
区
別
さ
れ
、
そ
の
保
全
が
な

さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
監
査
役
と
し
て
の
職
務
を
全
う
せ
ず
、
杜
撰

な
資
産
管
理
を
放
置
し
た
事
案
で
あ
り
、
当
該
監
査
役
は
会
計
帳
簿

等
を
調
査
す
る
な
ど
不
適
切
な
会
計
処
理
の
是
正
を
図
る
と
と
も
に
、

取
締
役
の
職
務
執
行
を
監
査
す
べ
き
と
こ
ろ
、
顧
客
か
ら
の
預
か
り

資
産
の
不
適
切
管
理
を
放
置
し
、
適
切
な
会
計
監
査
及
び
業
務
監
査

を
怠
っ
た
と
認
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
控
訴
審
も
、
業
務
監
査
の

部
分
を
削
除
し
た
上
で
監
査
役
の
責
任
を
肯
定
し
た
）。

　

即
ち
、
こ
れ
ら
の
事
案
は
い
ず
れ
も
、
監
査
役
が
具
体
的
な
規
程

に
反
し
た
り
（
④
）、
そ
も
そ
も
監
査
役
と
し
て
の
職
務
を
全
く
行

わ
な
か
っ
た
り
（
⑤
）、
明
ら
か
に
監
査
役
の
行
う
べ
き
会
計
監
査

等
を
怠
っ
た
り
し
た
（
⑥
）
事
案
で
あ
る
と
い
え
る
（
な
お
、
監
査

役
が
取
締
役
の
違
法
行
為
を
知
り
な
が
ら
こ
れ
を
黙
認
あ
る
い
は
放

置
し
た
事
案
は
と
も
か
く
、
④
の
よ
う
に
内
部
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等

を
取
締
役
会
に
助
言
・
勧
告
す
べ
き
義
務
を
法
的
義
務
に
格
上
げ
し
、

そ
の
違
反
に
対
し
て
法
的
責
任
を
肯
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
議
論

が
あ
る
（
前
掲
・
判
時
二
二
七
九
号
九
七
頁
））。

　

本
件
に
お
い
て
、
Ｙ５
は
非
常
勤
の
会
計
限
定
監
査
役
と
し
て
の
役

割
以
上
の
役
割
は
果
た
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
会
計
監
査
導
入
に

向
け
た
書
類
を
作
成
、
Ｚ
の
取
締
役
会
に
提
出
し
て
、
会
計
監
査
人

設
置
会
社
と
し
て
の
体
制
を
整
え
る
よ
う
提
言
し
て
お
り
、
④
か
ら

⑥
の
事
案
の
監
査
役
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
事
情
は
う
か
が
わ
れ
な
い
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こ
と
か
ら
、
本
判
決
が
Ｙ５
の
責
任
を
否
定
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
近

時
の
裁
判
例
に
照
ら
し
て
も
不
当
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

五　

さ
ら
に
、
判
旨
は
続
け
て
、「
仮
に
、
新
た
に
会
計
監
査
人
と

と
も
に
通
常
監
査
役
が
選
任
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
会
計
限
定
監
査
役

で
あ
る
Ｙ５
が
通
常
監
査
役
と
し
て
の
職
責
を
負
う
と
し
て
も
、」

「
オ
ー
ナ
ー
契
約
の
実
情
、
特
に
繁
殖
牛
不
足
が
い
つ
頃
始
ま
り
、

ど
の
程
度
ま
で
深
刻
化
し
て
い
る
の
か
を
知
り
、
Ｚ
が
法
律
違
反
の

営
業
を
し
な
い
よ
う
会
社
の
業
務
執
行
を
管
理
、
統
制
す
べ
き
職
務

上
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
Ｙ５
に
、
上
記
職
務
を
行
う
に
つ
き
、
悪
意
又
は
重
大
な

過
失
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
し
て
い
る
。

　

Ｙ５
の
監
査
役
の
職
務
権
限
（
監
査
対
象
）
が
会
計
監
査
に
限
定
さ

れ
る
と
解
す
る
本
判
決
に
お
い
て
は
、「
仮
に
、」「
通
常
監
査
役
と

し
て
の
職
責
を
負
う
と
し
て
も
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
は

念
の
た
め
に
述
べ
ら
れ
た
部
分
と
解
さ
れ
る
が
、
Ｙ５
が
仮
に
通
常
監

査
役
で
あ
っ
た
と
し
て
も
本
判
決
の
よ
う
に
悪
意
又
は
重
大
な
過
失

が
な
か
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

通
常
監
査
役
の
任
務
懈
怠
の
認
定
基
準
に
つ
い
て
は
、（
監
査
役

で
は
な
く
組
合
の
監
事
に
つ
い
て
の
判
断
で
あ
る
が
、）
最
判
平
成

二
一
年
一
一
月
二
七
日
金
判
一
三
四
二
号
二
二
頁
の
定
式
に
基
づ
い

て
判
断
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
第
一
に
、
不
適
切

な
業
務
執
行
の
「
兆
候
」
を
把
握
す
る
た
め
の
定
例
的
な
会
社
の
業

務
・
財
産
状
況
の
調
査
で
あ
り
、
第
二
に
、
そ
の
兆
候
を
把
握
し
た

と
き
に
、
さ
ら
な
る
調
査
等
を
し
て
、
問
題
行
動
に
「
対
処
」
す
る

こ
と
で
あ
る
。
原
判
決
も
、
こ
の
定
式
に
沿
っ
て
Ｙ５
が
責
任
を
負
う

と
の
結
論
を
導
い
て
い
る
と
解
さ
れ
る
（
原
判
決
に
つ
い
て
は
、
武

田
典
浩
「
本
件
一
審
判
批
」
金
判
一
五
一
七
号
八
頁
、
本
村
健
＝
吉

原
朋
成
ほ
か
「
新
商
事
判
例
便
覧
」
商
事
二
一
〇
九
号
七
七
頁
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
本
判
決
は
、「
Ｚ
の
経
営
陣
三
名
は
、
繁
殖
牛
が

足
り
な
く
て
も
、
倒
産
を
避
け
る
た
め
オ
ー
ナ
ー
契
約
の
販
売
促
進

を
継
続
し
、
経
営
陣
三
名
以
外
の
者
が
オ
ー
ナ
ー
制
度
運
営
の
あ
り

方
に
容
喙
す
る
こ
と
を
一
切
許
さ
な
い
と
の
方
針
で
会
社
経
営
を
し

て
い
た
の
で
あ
」
っ
て
、
Ｙ５
は
、「
会
社
の
業
務
執
行
を
管
理
、
統

制
す
べ
き
職
務
上
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
」

て
、「
上
記
職
務
を
行
う
に
つ
き
、
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
し
た
。

　

本
判
決
で
認
定
さ
れ
た
事
実
か
ら
も
、
例
え
ば
、
Ｚ
本
体
の
取
締

役
の
一
人
で
あ
る
Ｙ22
が
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
Ａ
社
長

に
進
言
し
た
と
こ
ろ
、
関
連
会
社
へ
の
転
籍
及
び
石
垣
島
へ
の
勤
務

を
命
じ
ら
れ
た
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
に
鑑
み
れ
ば
、
Ｙ５
に
責
任
が
な

い
と
し
た
本
判
決
の
結
論
自
体
は
や
む
を
得
な
い
と
思
わ
れ
る
（
飯
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田
・
前
掲
一
三
九
頁
も
、「
本
判
決
は
、
経
営
陣
の
ワ
ン
マ
ン
経
営

を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
役
員
等
が
監
視
義
務
を
尽
く

す
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
と
し
て
責
任
を
否
定
す
る
裁
判
例
（
大
阪
高

判
昭
和
五
三
年
四
月
二
七
日
下
民
集
二
九
巻
一
〜
四
号
）
の
系
譜
に

属
す
る
も
の
と
い
え
る
。
Ｙ５
が
会
計
限
定
監
査
役
と
し
て
し
か
行
動

し
な
か
っ
た
の
も
や
む
を
得
な
い
面
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

本
判
決
の
結
論
は
是
認
し
う
る
。」
と
す
る
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
Ｙ５
に
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
な
か
っ
た
と
判

断
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
件
の
よ
う
な
和
牛
商
法
に
つ
い
て
は
一
九

九
七
年
頃
に
は
す
で
に
社
会
問
題
化
し
て
お
り
、
二
〇
〇
八
年
に

「
ふ
る
さ
と
牧
場
」（
安
愚
楽
牧
場
よ
り
前
に
、
一
二
年
間
で
約
一
万

四
〇
〇
〇
人
か
ら 

約
三
八
七
億
円
の
預
託
金
を
集
め
た
和
牛
商
法
）

が
破
綻
し
た
時
点
で
消
費
者
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
言
わ

れ
て
い
る
（
池
本
誠
司
「
預
託
商
法
被
害
を
な
く
す
た
め
に
─
特
定

商
品
預
託
取
引
法
改
正
を
求
め
る
日
弁
連
意
見
書
─
」
消
費
者

ニ
ュ
ー
ス
九
六
号
二
二
〇
頁
）
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、「
牛
頭
数
の
確

認
は
む
し
ろ
定
例
監
査
の
一
環
で
あ
っ
て
、
Ｙ５
が
平
時
よ
り
如
何
な

る
監
査
を
行
っ
て
い
た
の
か
、
い
か
な
る
監
査
を
す
べ
き
だ
っ
た
の

か
を
も
っ
と
具
体
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
っ
た
。」（
武
田
・
前
掲
一

二
頁
）
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
、
監
査
役
が
取
締
役
の

違
法
行
為
に
気
づ
い
て
い
な
い
事
案
に
お
い
て
任
務
懈
怠
を
考
え
る

際
に
は
、
端
的
に
監
査
役
が
平
時
の
監
査
を
適
切
に
行
っ
た
か
を
問

題
に
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
（
脇
田
将
典
「
判
批
」

ジ
ュ
リ
一
四
八
三
号
一
一
一
頁
）。
そ
の
点
で
、
本
判
決
が
、
Ｙ５
に

つ
い
て
、「
非
常
勤
の
会
計
限
定
監
査
役
と
し
て
の
役
割
以
上
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
認
定
し
な
が
ら
、
特
段
、
平
時

の
監
査
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、「
通
常
監
査
役
と
し
て
の
職
責

を
負
う
と
し
て
も
」「
上
記
職
務
を
行
う
に
つ
き
、
悪
意
又
は
重
大

な
過
失
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
し
た
こ
と
に
は

疑
問
が
残
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
Ｙ５
の
悪
意
又
は
重
過
失
の

有
無
に
つ
い
て
検
討
し
、
仮
に
、
悪
意
又
は
重
過
失
が
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
さ
ら
に
損
害
と
の
因
果
関
係
を
検
討
す
べ
き
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

六　

本
件
は
、
会
計
監
査
人
を
設
置
す
べ
き
会
社
の
定
款
に
、
監
査

役
の
範
囲
は
会
計
に
関
す
る
も
の
に
限
定
す
る
旨
の
定
め
が
あ
っ
た

場
合
に
、
任
務
懈
怠
の
有
無
と
の
関
連
で
監
査
役
の
任
務
の
範
囲
が

問
題
と
な
っ
た
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
原
判
決
と
本
判
決
で
結
論

が
分
か
れ
た
よ
う
に
判
断
の
難
し
い
事
案
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
原
判
決
が
、
取
締
役
Ｙ６
の
任
務
懈
怠
の
み
肯
定
し
そ
の
余

の
取
締
役
に
つ
い
て
は
否
定
し
た
の
に
対
し
、
本
判
決
が
、
総
て
の

取
締
役
の
任
務
懈
怠
を
否
定
し
た
こ
と
に
関
し
て
も
、
本
判
決
と
は
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反
対
に
、
Ｙ６
だ
け
で
な
く
そ
の
余
の
取
締
役
に
つ
い
て
も
任
務
懈
怠

を
認
め
て
均
衡
を
図
る
余
地
も
な
い
で
は
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る

（「
本
件
判
例
紹
介
」
金
判
一
五
一
九
号
一
八
頁
）。
仮
に
、
Ｙ６
だ
け

で
は
な
く
そ
の
余
の
取
締
役
の
任
務
懈
怠
も
認
め
た
場
合
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
監
査
役
Ｙ５
の
責
任
に
つ
い
て
再
度
検
討
す
る
と
い
う
方
法

も
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

社
会
的
に
問
題
と
な
っ
た
預
託
商
法
な
ど
に
お
け
る
被
害
者
救
済

の
要
請
と
監
査
役
の
責
任
が
不
当
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
の
防
止
と
の

調
和
を
図
る
中
で
、
会
計
監
査
と
業
務
監
査
の
境
界
線
が
必
ず
し
も

明
確
で
は
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
常
監
査
役
と

会
計
限
定
監
査
役
と
を
別
個
の
も
の
と
し
て
定
め
て
い
る
現
行
の
枠

組
み
が
、
本
件
の
よ
う
な
事
案
の
場
合
に
も
適
切
と
い
え
る
の
か
、

改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
監
査
役
は
、
原
則
と
し
て
業
務
監

査
権
限
を
有
す
る
と
し
、
例
外
的
に
、
株
式
譲
渡
制
限
会
社
の
み
が

定
款
に
よ
っ
て
監
査
役
の
権
限
を
会
計
監
査
権
限
に
限
定
で
き
（
会

社
法
三
八
九
条
）、
そ
の
場
合
、
業
務
一
般
に
対
す
る
監
督
権
限
は

株
主
に
委
ね
ら
れ
る
（
会
社
法
三
六
〇
条
一
項
、
三
六
七
条
、
三
七

一
条
二
項
・
三
項
等
）
と
い
う
監
査
に
関
す
る
現
行
の
枠
組
み
自
体

に
つ
い
て
も
再
検
討
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
（
例
え
ば
、
会
計
限

定
監
査
役
の
廃
止
を
主
張
す
る
意
見
（
林
光
佑
「
小
会
社
に
お
け
る

監
査
役
の
第
三
者
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
」
北
沢
還
暦
・
現
代
会

社
法
の
課
題
五
〇
〇
頁
）
等
に
つ
い
て
も
一
考
の
余
地
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
）。

�

菱
沼
　
誠
一
　


